
文
明
の
十
字
路
、
マ
ケ
ド
ニ
ア

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
起
源
は
ペ
リ
デ
ィ
カ
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
国
を
創
建
し
た
紀
元
前
七
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の

後
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
二
世
の
治
世
に
さ
ら
に
栄
え
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
遠
征
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
は
イ
ン
ド
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
や
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
一
九
九
一
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
独
立
し
た
今
日
の
マ

ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
地
中
海
世
界
を
結
ぶ
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
中
央
部
の

重
要
な
位
置
に
あ
る
。
古
代
文
明
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
、
ス
ラ
ブ
、
ト
ル
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、
民
族
が
混
成
し

て
き
た
土
地
で
あ
る
。

首
都
ス
コ
ピ
エ
の
古
い
市
場
の
中
心
に
あ
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
博
物
館
に
は
、
こ
の
国
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
考
古
学
、
民
族
学
、
歴
史
、
中

世
美
術
の
四
つ
の
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
、
つ
ま
り
紀
元
前
一
万
年
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
ま
で
の
資
料
が
合
わ
せ
て
六
万
点
ほ
ど
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

充
実
し
た
民
族
学
部
門

マ
ケ
ド
ニ
ア
文
化
の
歴
史
に
親
し
む
に
は
、
ぜ
ひ
民
族
学
部
門
の
常
設
展
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
な
か
で
も
民
族
衣

装
と
装
飾
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
頭
飾
り
や
テ
ュ
ニ
ッ
ク
に
は
飾
り
や
刺し

繍し
ゅ
うが
施
さ
れ
て

い
て
、
特
に
、
花
嫁
衣
装
は
美
し
い
文
様
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
模
様
は
単
な
る
飾
り
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
子
沢
山
、
魔ま

除よ

け
、
夫
婦
円
満
を
願
う
象
徴
的
な
機
能
も
も
っ
て
い
た
。

も
っ
と
も
見
応
え
が
あ
る
の
は
ソ
カ
イ
、
ウ
ブ
ル
ス
と
よ
ば
れ
る
頭
飾
り
で
あ
ろ
う
。
赤
・
黒
・
白
の
ふ
さ
、
古
銭
、

﹁
モ
ニ
ス
ト
ラ
﹂
と
い
う
小
さ
な
ビ
ー
ズ
、
貝
殻
な
ど
た
く
さ
ん
の
飾
り
付
け
が
見
ら
れ
る
。
精
巧
な
装
飾
品
は
古
い

魔
除
け
の
象
徴
的
要
素
を
示
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
作
ら
れ
た
テ
ュ
ニ
ッ
ク
に
施
さ
れ
て

い
る
刺
繍
に
は
中
世
の
支
配
階
級
に
特
有
で
あ
っ
た
文
様
が
見
ら
れ
、
当
博
物
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
一
四
世
紀
フ
レ

ス
コ
画
に
描
か
れ
た
女
性
の
衣
装
と
共
通
す
る
。
中
世
か
ら
今
日
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
な
か
っ
た
伝
統
の
連
続
性
に

驚
く
。

こ
の
連
続
性
は
色
使
い
に
も
現
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
赤
色
で
、
微
妙
に
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
赤
の

ト
ー
ン
は
自
然
染
料
を
使
っ
た
染
め
の
技
術
に
よ
る
。
こ
の
技
術
は
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。
赤

の
次
に
好
ま
れ
た
の
は
黒
で
、
緑
、
濃
い
灰
色
、
黄
色
、
白
も
多
少
含
ま
れ
た
。
刺
繍
は
、
直
線
や
ジ
グ
ザ
グ
な
ど

の
単
純
な
形
か
ら
、
よ
り
複
雑
な
幾
何
学
模
様
や
葉
や
茎
の
な
い
花
文
様
の
組
み
合
わ
せ
よ
り
な
っ
て
い
る
。

村
落
、
都
市
部
を
問
わ
ず
、
宝
飾
品
も
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
伝
統
的
女
性
衣
装
の
重
要
な
一
部
で
あ
っ
た
。
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
、
信
仰
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
厄
除
け
の
意
味
が
あ
っ
た
。

職
人
が
作
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
自
家
製
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
種
類
は
素
材
や
製
作
方
法
に
よ
っ
て
い
く
つ

か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
植
物
性
素
材
に
は
バ
ジ
ル
、
キ
ヅ
タ
、
メ
ギ
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
、
バ
ラ
な
ど
が
あ
り
、

動
物
性
の
素
材
は
羊
毛
で
で
き
た
ふ
さ
・
組
み
ひ
も
・
フ
ェ
ル
ト
ボ
ー
ル
、
色
が
施
さ
れ
た
羽
な
ど
で
あ
る
。
そ
の

他
の
素
材
と
し
て
は
、
モ
ニ
ス
ト
ラ
︵
ビ
ー
ズ
︶、
貴
金
属
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
、金
、銀
、真し

ん

鍮ち
ゅ
う、銅
な
ど
の
貴
金
属
で
作
ら
れ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
種
類
は
じ
つ
に
多
彩
で
あ
る
。﹁
パ
フ
タ
﹂

と
よ
ば
れ
る
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
、﹁
テ
ペ
ラ
ク
﹂
と
い
う
頭
飾
り
、
イ
ア
リ
ン
グ
、
首
飾
り
、
十
字
架
、﹁
テ
ュ
ス
テ

ク
﹂
と
い
う
鎖
な
ど
の
独
特
の
装
飾
品
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
に
根
付
い
た
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。

線
状
細
工
、
粒
状
細
工
、
鋳
造
、
浮
き
あ
げ
細
工
な
ど
の
加
工
法
の
他
に
、
真
珠
、
珊さ

ん

瑚ご

、
貴
石
、
装
飾
ビ
ー
ズ
に

よ
る
飾
り
付
け
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ス
ト
ル
ガ
、
オ
フ
リ
ド
、
ビ
ト
ラ
、
プ
リ
レ
プ
、
ク
ル
セ
ヴ
ォ
、
ス
コ
ピ
エ
、

デ
バ
ル
な
ど
に
あ
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
も
っ
と
も
著
名
な
工
房
の
金
属
細
工
の
名
人
た
ち
の
手
に
よ
る
。
か
つ
て
は
マ
ケ

ド
ニ
ア
各
地
だ
け
で
な
く
、
バ
ル
カ
ン
半
島
全
体
に
も
、
こ
う
し
た
装
飾
品
が
流
通
し
て
い
た
。

こ
の
他
に
も
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
博
物
館
で
は
、
建
築
、
木
工
品
、
商
業
道
具
、
農
具
、
楽
器
、
陶
・
木
・
金
属
製
の

日
常
道
具
な
ど
も
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
い
う
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
連
想
す
る
方
が
多
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
国
の
複
雑
で
重
層
的
な
歴
史
を
物
語
る
文
化
遺
産
は
古
代
の
遺
跡
や
遺
物
だ
け
で
は
な
い
の 

で
あ
る
。

︵
山
中
由
里
子
訳
︶

マ
ケ
ド
ニ
ア
博
物
館
の
お
宝

ゴ
ル
ダ
ン
・
ニ
コ
ロ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　

遺
跡
や
遺
物
で
名
を
は
せ
る
と
こ
ろ
で
は
、

と
に
か
く
考
古
学
的
な
話
題
、価
値
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
。

現
代
に
い
た
る
ま
で
、そ
の
地
に
暮
ら
し
て
き
た
人
び
と
の
営
み
も
、

そ
の
国
家
に
と
っ
て
、価
値
あ
る「
お
宝
」の
ひ
と
つ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

民
博 

外
国
人
研
究
員

マ
ケ
ド
ニ
ア
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物
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ー
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